
- 2 -

多様性を考える

宮下 清貴企画調整部長

環境問題においても、

また社会においても、時

代のキーワードとも言え

る「多様性」ですが、そ

の目的や意味するところ

は使う人によって様々

で、時として混乱が見ら

れます。

「生物多様性」は、遺伝子、種、生態系な

ど、様々なレベルで使われますが、一般には野

生生物の保護の観点から使われている場合が多

いようです。農地や林地をはじめ、人間が本来

の生態系を改変して人為的に利用している面積

の割合は地球上でかなりの部分を占めることか

ら、地球全体の生物多様性を考えるとき、農業

生態系は重要です。水田、畑地、樹園地等の農

耕地、及び、それらに付随する畦畔、水路、周

辺の草地、雑木林を含んだ伝統的な日本の農業

生態系は、多くの生物を育んできたと考えられ

ます。しかし、それを示す科学的データは不足

しているのが現状でしょう。

農業はまた、遺伝資源としての生物の多様性

を直接利用する産業です。人間は、目的にあっ

た品種を作るために改良を重ね、栽培適地を広

げてきました。品種改良は遺伝子組換え技術を

含め、自然界に存在する豊富な遺伝資源に依存

しています。生物の気の遠くなるような長い進

化の歴史を考える時、自然破壊による「生物多

様性」の損失は、回復不可能な遺伝資源の喪失

につながります 「生物多様性」の持続的な利。

用は、人類の今後にとって、重要な課題です。

一方、多様性は、生態系の生産力との関係で

論じられることがあります。即ち 「多様性が、

高い生態系は生産力が高い」という説です。生

物間の相互関係が多いことによる安定性や光エ

ネルギー等の利用効率の高さで説明されます

が、実際に多様性が高いと生産性が高いことを

示すデータはモデル実験系を含めてほとんど見

あたらず、一般化することは危険と言えましょ

う。農耕地の生態系においても、土壌病害が発

生する連作土壌では小動物等の多様性が低くな

っているという事例があることから、多様性の

低下が土壌病害発生の要因との解釈がなされる

ことがあります。しかし、このような因果関係

を示す科学的な根拠はありませんし、この場合

の多様性の定義自体も曖昧で 「多様性」とい、

う言葉が一人歩きしていると言えます。

環境問題における「生物多様性」の重要性は

多くが認めるところですが、その意味するとこ

ろを明確に定義して使わないと、環境問題を巡

る論議に混乱を引き起こします。

一方、社会に目を向けると、今の時代ほど、

「多様性」が要求されている時代はなかったの

ではないでしょうか。ここで言う多様性も意味

するところは様々ですが、均一を特徴としてい

た日本社会にも、グローバル化により多様化の

波が押し寄せています。こうした動きに対し、

やむを得ないとして受動的に受け入れるのでは

なく、積極的に受け入れて、それを生かしてい

くことが重要です。多様性こそが今の時代の力

と言えましょう。

農業環境技術研究所が独立行政法人になって

1 5 4 2から 第 期の 年が過ぎ この 月からは第、 、

期が始まります。独法化は、国の研究機関とい

ういわば均一な組織から、多様な運営・活動が

可能な組織への転換でしたが、第 期は非公務2
員化により、さらなる多様化が求められます。

研究者の人材、キャリアパスも、多様化が必要

です。農業環境技術研究所は、第 期において2
は、社会のニーズに応えるべく、農業環境及び

農産物の安全を守るためのリスク研究を重点的

に推進します。その際、職業、専門、年齢、国

籍等を超えた色々な方々との交流こそが、環境

問題を克服した持続的発展へのアイデアを生み

。 、出すエネルギーになると考えます そのために

研究所の内外にコミュニケーションの輪を広げ

。ていきたいと考えています

巻 頭 言


